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本品は,rhllの近世の叔材化 に幽する研究である｡ ますH血lの道理 に触れ, そのHalの
u即 を叔材化す るに当た り3つの加点 を旋めたO そ してその3つの視点か ら8つのtTi瓜点
を挙げ. その吐息.tliを t)とに叔材 を作成 し. その叔材 をt)とに して附属小･､7-校でJi･扱投光














































3.扱 材 化 に際 して の 目標 と注 意 点
HaJlの止即の教材化 に際 して,^品では小
･1;I:枝2ili/I;.を対毅としたので ｢小･､f･校2咋/卜
にふ さわ しい教材化 をす る｡ ｣ということを
放fイ化の Ll拙 とし.ます次の 3つの祝山を止
めた｡
視 点1 諭PJ!件 と,倫Dl!.r.Jな滋朗ノJを益う教
材 とはどの ようなt)のか｡
批点2 題材 をどのようにかみ砕 くか.




































































そ して. これ ら4つの条作 を4つの段肝 を



















いて も,SDRが//I/ILIJ:い例 と して(91Jib'2
を挙げ,節2段肝 に進む｡
以 卜＼ 条†′J2をや く那2段肝.条lノJ3をや
く節3段肝は耶1枚肝 とIL']蛸 に.SDRが/('
/l-,しない例 を挙げ.SDRか/(/I.しないLITtLl
を々 えさせ, そ こか らSPRか//･llす るため
の必ii粂IJトを帝 いたo そ して.外段肝の以後
にそこまでで弔いている粂lノlの他にはSDli
那/i/Lす るための必it条IJlはないか をL机出し













す るための l.分粂什であ るが. ワー クノー ト
と越 した斬芥川紙 を Ij-え, それ を川 いて条Iノ1
1-4を手品たす色 々な状机 をJTlえ させ.締験
rJに これ らが l/I)条IJlであることを納 子:lさせ
ることによ り,Hal1の止LlT.を糾介す るための
巾イ1-とした｡








































さて.iLl求プ リン トと授没後に/ITったア ン
ケー トのも1.火から祝点 1の汁ぷ点 (1)
(2)がIlr'､jT･校 2il･/I.に対 してふ さわしい t)
のであったかIT'かについてJ:然する｡
視点 1の注意点 (1)について































ここでは.山求プ リン トに&Alされ た/L･.紘
の桝芥 を.i瓜の瓜 味が とれ る t)のかがか.Bl
解の恐れがない滋別 であるかJT'かをl〔称 とし
て.;､HI布した打,一火と.ア ンケー トか ら/JIかる/ド.
従の&別 にit]する.LT.良性を突 き合わせて･(然 し
た｡
その気1.:火,r.rilっていることをうま く山求
プ リン トに&Biで きましたか｡lとい うPi問
に対 して. ｢はい｣と回芥 した/Il.'diは. .i'瓜
の.故l妹も収 りやす く,.bNi解のない文 ･平.で&朗
され た解芥がよ り多 くあった｡
それにitJして.I"JLrll.r'Jに ｢いいえ｣と回
芥 した/J･.征は .i公の,掛妹が収 りやすい もの で
あって も,3'i僻のない文 ･Tで&伽 され た耕芥
は少な くなっていた｡
この ことか ら.申,lFp校2il'･/J･.では.J'J/1の





ど.そのわか っていることをちゃん とぷ別 で
きなくちゃいけないなあ｡｣と.lJlいましたかoj




これ らの ことか ら.Il･-7:校2叶/卜は rl/JIの
ぷ伽 に対するY]J斬)Jと. rl分のJ:えを滋鋭す
ることのTL:公刊への瓜."M l高 ま りつつある役
柄であるとJjえられ, この日･.瓜点は小.､7.校2
イl-1/l._に)･Jしてふ さわ しい ものであ･'たといえ
る｡









さわ しい故〃化をするとい うことをIl快 と し
たか.価/JI(rt)にはふ さわ しい点 t)い くつかあ
ったか.JTt休的にはIlr･'F'校 2イド'･/卜の故材 と し
ては食い辿 った もの とな った｡相 に批点 1の
汁il.点 (1)によって./L･-_従の['JJhを1¢うこ
とにな り. この点 においては人O.tに食い迎 う
んIi火 となった｡
また.ア ンケ- 卜のコメ ン トのIllに ｢tlL･く
進 めろ 1.と.Ji!った｡｣な ど,段澄の リズムの
.出さを指摘 した瓜iLt)lいIr.ったことか ら,指
神仏 において t).小.tFr校 2イド/卜には適blJな も
のではなかったとJiiわれ る｡
今後は./J:_従の l'llIJな71-えが伸ばせ る教材
とは どのような t)のか という点 を小心 に研究
を進 めてゆ きたい｡ また.教材化 だけではな
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J^j217'･什 B糾 数･羊科･1;'･-円指将炎 1'J戊74L'･11)J28IL(火 )








をyll_.論的 (数学･(J)なよ税にできるよう山求プ リントをIJ'-え.そこで文章化 させ,
それを充よ させて,それに対 して指将をIJえる｡
(4)また.ワ-クシ- 卜をIj-え./ti従が手を効かしてJJ-える域 両を.'kLけ.経験的なtll-
解 をした I-.でホ-ルの山上Lr1.を鮒介 して.数'1':の広いIEl:非の ･$lLJに触れさせるo
HtT,I;i
(1)い くつかの例朗をあげ,それ らか らlつ 1つ必出条IJ卜を中き.Ir'.し.それ らを机み
rtねてい くことにより,山終的にそれ らが L･/JI条lJ卜であることを伝える｡






･､;I: 群 .hTi. 軌 折 や 仁 の 鮒 .G:点 Ol'fi Pj-
(似lrli,kL止)1節から4吊までの祈り.のついた節と,^ミ ここでは.叫tlI'iしたinHl.を川いて′I=_'tJ: 半T-で/I:_'tJi
瓜.l一;..,'!.～のポールかそれぞれ4つずつ が湖面の状況を允/Jtイメージできるよ
あるOこれらの節に過､にポ-ルを入れそれぞれの称から1つずつ ー 収 り出すことを考えるoまた,郡に入らないポールかあることt)あるし.やっぱの節がある とt)あ .中人 うにする〇･叫h-話したin'11-を川いて追う色の4つの
どのようにポールを有iに入れてt).それぞれ ポールが収 り目せる似合の例をいくつ の.α.比をlLtJ




① ② ③ ④ ようにする0このようIiとき.それぞれの有iから1つずつ追う色のポールが4つ収り
tlLJせるだろうかo ｢シ㌍つば｣という放念が ｢'Jr!Jj合｣という臓もー.:論1 ･｢収 り州せる｣とT,想Lfいことを ,止二価.出しておこの ｢例i坦1 によって
いつでもそれぞれの節から1つずつiTう色の 似合があることを触手Jさせ ｢泉.■il論lj ,念にilJ応.し
ポールが4つ取 りfJ'.せるとは触らないo'7'.軌淡L迫 を塀くo･収 り‥L.+る似合と収 り日付 ない似合があることを折柄し.次の ｢'?.刑部辿｣以′Jミす oこの条件 探ることがこの授jtの11梓 ているo
それぞれの称から1つずつiltう色のポ-ルが であることを知らせるo
4つ収り州せるためにはどのような粂什が必 ･その粂什を探るため,ます ｢例越1｣












ど'のFILt)ンL!つぼであってはならないo鮎H',J1 出だねo｣といって ｢条1'卜.1｣を以′Ji.する〇･小 二.｢どれか 1つでt)ンドつぼの節かあれは.｢例出 ｣のような状めいこなるからそれぞれの節から ずつ迎う也のポールを4つ取 り目せ いねo｣と対一山rtJなLr;.~ lL.JLをする｢じゃあ.どのFit)'やっぱしやなけれ
条I'ト.1を手品たしていれば.それぞれの節から ば必ずそれぞれの節から1つずつ迎う
1つずつ迎う色のポ-ルか4つ収り日'.せるだ 色のポ-ルが4-I)収 り日I.せるだろうか
ろうかo O｣といって ｢uF.',11｣の巾雑を.淡IHする〇･ここで少しFIJuを取って次 ｢例出2pJを以′JiLするo
(例i32)
L｣｣｣｣｣山 に lf.ri軌のポールしか入っていないということだけがホ
① ② ③ ④ -ルの定理
このようなとき.それぞれのFI-から1つずつ追う色のポ-ルが4つ収 り の粂lJトにilT
目せるだろうかo 止するように o
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･､ア Pt 机 肋 指 や 卜. の 鮒 .LT; 点 伽I'i Jj.
lJり2 ｢川2｣のPu.rhをY,想 させ.それを山 一日し. どー
例也2では.なぜそれぞれの節iから1つずつ 求プリントにn?Ll鎚させるO
迎う色のポールが4つ収り川せないのだろう ･机問巡視をして,一日f人かの′卜従をピソ










どの2つの有りこt)合わせて2抑軌以 l.のポ- 少だね.｣といって ｢条イ′I.2｣を以′lミ る○ここでt)あ3つの第一
ルが入っていなければならないour.I"2 するo･1!に. ｢どの節t)I/たつぽしゃなくてt),どれか2つの節目こ1抑机のポ-ルしか入っていなければ,｢例出2｣のような状めいこ るからそれぞれの軒iからつずつ迎う色のポ-ルを4つ収 り州.せ いねo｣という姐に対lLl(rJな.iーい回しをして ｢粂什2｣の必 '帆を感じさせる〇｢ の節も咋つぽしゃないし.ど 2
条L/ド,1.2をテI'Gたしていれば.それぞれの荊 つの熟にt)2W(方i以 l-.の,ポールが人つ
から1つずつ追う色のポ-ルが4つ収りllJ.せ ているのに.それぞれの節から1/つす
るだろうかo つ追う色のポールを4つ斗i介があるだろうかo｣鎚J,rf12｣ 内彬を脱l目す･ここで少 し問を収つて. /｣をa!Jこするo 収 り川せないといって,｢るo次の ｢例出3
(例脳3)
L｣｣｣｣｣山 に2抑机のポールしかないということだけがホ- のユニ




･､;I,. 門 1.Tl. gilJ 指 や 卜 の 鮒 .LTl 点 附 JjL
問3 ･｢条件 1,2｣をiI'G.たしていることを血潮するo収 り出せるかどうかを少 しli日を収つてT,悠さ . ｢収 り出せるJと T,li!した/I.'址がい 俳,恕す o次の rl.rJ3｣への進みノJは. r酬出2｣から ｢川 への進みノJ L.'JLノjはをとる〇問3｣のLTLl日日 T,魁!させ それを追 LH.し. ｢どの3つの抑
例ibr3では.なぜそれぞれの柿から1つずつ 求プリントに.LiJi糾させるo
1むう也のボールが4つ収 り目せIclL､のだろう ･机榊巡視をして.一日f人かの牛従をピッ
かo仰山3 クア.′プし.そ Jjえをl,与板に,lfかせるo'巨従の恵山をまとめて.① ②.③の





つずつ迎う色のポールを収りlJr'lすことはでき ということ il放し. ｢理tI3｣としてまとめる〇･｢jlLI.lL13｣に対 して粥.論かあるかどうかを<.IねるO｢即山3｣から秋のような条 JI:が必 する○
との3つの節iにt)合わせて3Fr(.加以 1._のボー 坐だねo｣といって ｢条什3｣を以′ji.

































































条12 との2つの抑 こt)合わせて2郁斬以 I1.のポ-ルが入っていなけ
ればならない｡
条1/I3 どの3つの節にt)合わせて3抑NL以 卜のポールか入っていなけ
ればならないO
条1/L4 4つの節iには合わせて4純新のポールが入っていなければなら
ない｡
知日'.I4
条1ノI1.2.3.4をWdたしていれば.それ
ぞれの術から1つずつiLTう也のポ-ルが4つ
収 り目せるだろうか｡
Jd後のまとめrt)な ｢uTIr'J｣である｡こ
こでワークシー トを【Llり.それを川い
ていろいろな状況を,-&'ji:させてL'川Tに
Jj-えさせ. ｢条件1-4｣を桃たして
いればそれぞれのFrから1つずつiL!う
色のポールを4つ収 り出せるというこ
とを火越させる｡
もし ｢こんなときは収 り目せないよ｡
｣という/卜祉がいれば,そのj(Jえを1l.i
蚊で充血させ.叔r柚がどの条lJlに追 加
しているかを析摘 してやるO
過､L'tにタイミングをみはかっらって作
jBを申‥.させ.これらの粂fJl-はそれぞ
4つ収 り川せるための必ii!-粂LJIである
ことに触れて.ホ-ルの'jiLtIを糾介し
,これらの条lJIが l'JIな条1/卜でt)ある
ことを.lr及するo川jち.これらの粂IJ)
が成 りl'(.てばいつでもそれぞれの節か
ら1つずつ追う也のポールか4つ収 り
目せることを仏えるO
また,ホールの'jLPlr_を糾介することに
より数,Yの仏いLH非の ･端に触れさせ
少 しでt)数学に刈するRL味かqJくよう
にするC,
(平成8年3月29日受理)
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